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１ 実践の方法及び内容 

（１）取り組みの方針 

① 学校教育全体を通した生徒の体力向上及び健康の保持増進 

② 主体的活動を促す手立て 

③ ICTを活用した活動 

 

（２）実践の方法及び内容 

  ① 体育分野の単元や授業時間の配置の工夫 

    ・ 校庭、体育館、柔道場、プールなどの施設を有効に活用し、生徒の学習活動を効率的に行 

     うために体育分野の単元や授業時間の配置を工夫した。 

 
② 自分手帳の活用 

・ 自分手帳の活用について、本校の学校経営計画に「自分手帳の活用計画」という項目を設 

け、全教職員がその取り組みの目的・内容・方法を共有できるようにした。 

・ 身体測定：身体測定後、すぐに記録を記入する時間を設定した。 

・ 新体力テスト：新体力テスト測定時または事後に記録を記入する時間を設定した。 

・ 生活習慣：年度初めに生活習慣の目標を設定し、毎月末の朝の活動で、各月の生活の振り 

返りをする時間を設定した。 

・ 食育：食育習慣に自分手帳を活用した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（毎月末に生活習慣の反省を記入してロイロノートで提出する） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ オリジナル動画の作成 

・ 保健体育科が中心となり、体力向上トレーニング（静的ストレッチ、体幹トレーニング） 

のオリジナル動画を作成し、授業や部活動、長期休業中の課題などで活用した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      （静的ストレッチ動画）            （体幹トレーニング動画） 

 

 

 

 



④ 単元事前アンケートと事後アンケートの導入 

・ 体育分野において、各単元の事前と事後にアンケートを導入した。事前アンケートは、主 

に「単元の見通しをもたせること」「学習活動の意欲を高めること」を目的としている。 

事後アンケートは、主に「学んだことの振り返り」や「自分や友達の変容を知ること」 

「次年度への意欲」を目的としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 特設部（陸上・水泳・駅伝）の活動の活性化 

・ 朝練習の削減及び廃止 

      毎年、朝練習の参加が難しいという理由で、各特設部への入部を断念する生徒が多かっ 

た。また、教員の働き方改革や生徒の多忙化が進む中、担当の先生方や生徒の心身の健康が

十分に満たされていることが、チーム全体の意識や意欲の向上につながると考えた。 

      そこで、朝練習を削減・廃止し、放課後練習を中心とした活動にした結果、特設駅伝部で 

は、男女合計７０名の生徒が所属した。放課後練習にするにあたっては、特設部の生徒の清 

掃活動免除など配慮されたが、特設部の生徒たちは昼休みに清掃活動などを主体的に実施す 

るなど本校の教育理念である「自主貢献」を実践した。 

・ 主体的取り組みを促す各自の練習計画（練習計画・体調管理・目標設定など） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（練習計画及び振り返りシートをロイロノートで提出し、特設陸上部担当でチェックし返却した） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（練習計画及び振り返りシートには記録や体調、練習の振り返り等を記入した） 

 

 

（３） 成果及び課題 

① 成果 

 子どもたちの体力を低下させている背景には、「暮らしや生活環境が便利になったことによ 

って運動する機会が減ったこと」「スポーツや外で遊ぶために必要な時間や仲間、遊べる場所 

が少なくなったこと」「学校や地域に適切な指導者がいない、または見つからない」「運動を 

楽しいと思わせる工夫や教員の経験不足など」「偏った食事や睡眠で生活習慣に乱れ」などが 

ある。これらの課題に対して、学校の教育活動全体を通し、学校や生徒の実態に応じて、実践 

の方法及び内容①～⑤の手立てを講じ、継続していくことで課題を解決し、生徒の体力向上や

健康の保持増進への意識を高めることができた。 

② 課題 

 今後は、体力向上や健康の保持増進について、家庭との連携を図ることが求められる。生活 

習慣を改善するためには、一緒に生活する家族の影響が大きく、食事の質や早寝早起きなどの 

基本的生活習慣を一緒に考え、取り組める手立てを講じていく。 

 また、学校を中心に社会全体で子どもが運動やスポーツに関わる機会と場を提供することが 

求められる。積極的に学校の授業や運動部活動に地域人材を活用し、地域の運動行事やスポー 

ツイベント（プロスポーツ観戦やパラスポーツ体験なども含む）に子どもたちが参加できるよ 

うな仕組みを整えること、日々の運動習慣の基礎を培うことで生涯を通して、運動やスポーツ 

を楽しみ関わり続けることができるはずである。 

男女ともに出場を果たした 

県中体連駅伝大会 


